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はじめに  

グローバルに事業を展開する日本企業には、世界各地の日本人駐在員、外国籍社員ならびに取引先

担当者とコミュニケーションをとりつつ、日本で仕事をする日本人リーダーがいる。彼らは、コロナ

前にはメールや電話でのやりとりに加え、実際に現地へ赴いて現地の組織構造・人間関係や市場の動

向について情報を収集しつつ、各地のメンバーや取引先と関係を構築し、本社の戦略をベースに仕事

を行っていた。しかしながら、新型コロナウイルス感染症のパンデミック以後は、以前と同じように

は現地へ自由に行くことができない状況が続いたため、チャットやファイル共有などの様々な機能を

備えたオンラインビデオ会議システム（Microsoft Teams、Zoomなど）に代表されるデジタル・ツー

ルが導入され、オンライン・コミュニケーションを柱にやりとりを行う形が急速に広がっている。こ

の状況を踏まえ、国を超えてネットワークを形成し、事業を展開する単位としての多文化ヴァーチャ

ル・チーム（Multicultural Virtual Teams, MVTs）に関する研究が必要とされている。本稿は、2021

年度多文化関係学会年次大会で行った研究発表に引き続き、組織ディスコース研究の観点から、対話

的構築主義（桜井, 2002）のライフストーリー・インタヴューを用いて、上述の多文化ヴァーチャル・

チームの日本人リーダーのアイデンティティ、背景にある社会関係、文化などを浮かび上がらせなが

ら、彼らの認識世界を明らかにする研究の経過報告である。4 年間の計画で実施している研究経過報

告の一部として、リーダーの関係構築法に対する考え方とその背景にある実践知に焦点を当てる。 

企業におけるヴァーチャル・チーム（Virtual Teams, VTs）は、過去 20年に渡り、その数と重要性

が増してきている（Mak & Kozlowski,2019）。その理由は、多くの企業が、その規模にかかわらず、グ

ローバルな市場で競争するために、VTsを活用しているからである(Grosse, 2002)。Garro-Abarca et 

al. (2021) によれば、VTsは、共通のプロジェクトで協働し、協創のために情報ならびにコミュニケ

ーション・テクノロジーを頻繁に用いつつ、異なる場所やタイム・ゾーンで働く人びとの小集団を指

す。そのメンバーは国境を超えてやりとりをし、国内でも多様な文化的背景を持つメンバーと働くこ

とが多いため、国籍、ジェンダー、世代などに起因する文化的多様性が交錯する MVTsに分類される。 

MVTsの研究は、欧米を中心に 2000年代前半から行われてきた（Grosse, 2002; Oertig & Buergi, 

2006）。日本においては、オンライン・コミュニケーションに焦点を当てた多文化もしくはグローバル

チームの日本人リーダーに関する研究はまだ十分に行われているとは言い難く、萌芽期にあると言え

る。橋本（2013）は、自身もグローバルチームで働く身であり、その経験を整理した論考のなかで、

日本をはじめ 6ヵ国以上のメンバーが参加するテレワークによる会議において浮かび上がった課題を

2つ挙げている。まず、１）「時差」によって同一時間帯に一同に会して会議を実施することが難しく、
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また、2）「非対面」型のコミュニケーションでは、非言語を活用しづらく、相手の状況・反応が見え

づらく、お互いの知識、経験、スキルを共有する機会が少ない、といった課題を指摘している。欧米

では、メディアの選択（メールのように、機能が限定されている代わりに、作成の時間が取れ、

“rehearsable”かつ“reprocessable”な非同期型のメディア、あるいは電話やテレビ会議システム

のようなリアルタイムでやりとりをする同期型メディア）と使用言語の関係に関する研究も進んでい

る。MVTsの場合、非母語話者は、同期型メディアでは、外国語の情報処理スピードの関係で認知的負

荷がかかり、理解度が下がったり、情報発信においても正確性の問題があったりすることもあり、難

しい内容の伝達や発信については、メールのような非同期型を用いたほうが良いという報告がある

（Tenzer & Pudelko, 2016）。ただし、同期型のビデオ会議においても、チャット、ファイル共有など

の多様なチャネルを使用することで、非母語話者の負担を軽減できるとしている（ibid.）。以上のよ

うな研究はあるものの、日本企業の多文化ヴァーチャル・チームにおける日本人リーダーの認識世界

に焦点を当てた研究は少なく（e.g., 石黒, 2021）、リーダーが用いているオンラインでのメンバーと

の関係構築法に対する考え方とその背景知の解明は重要な研究課題の 1つであると言えるだろう。 

 

方法 

 研究方法は対話的構築主義（桜井, 2002）のライフストーリー・インタヴューである。下記の調査

協力者に、地理的距離と時間差という制約があるなかで非対面のやりとりを中心に各地のメンバーと

かかわった経験を語ってもらい、その内容を対話的構築主義の枠組みから分析・解釈するものである。 

調査協力者 本研究の調査協力者は、社員 3万人以上を抱えるメーカーにおいて、アメリカ人、イ

ギリス人、インド人、韓国人、シンガポール人、中国人（五十音順）という 6ヵ国の人びとと主にヴ

ァーチャルな非対面の状況で日常的にかかわりながら、対面コミュニケーションを組み合わせて、世

界各地の責任者・担当者間のグローバルなサポート・ネットワークを構築するリーダーを務める A氏、

ならびに、社員 4万人以上を有し、アジア、アフリカ、オセアニア、中近東、南北アフリカ、ヨーロ

ッパに拠点を持つメーカーで、海外営業企画部門での駐在経験を持ち、現在は日本で海外メンバーと

オンラインで会議を行っている日本人リーダーB氏の計 2名である。 

手続き 本研究のデータ収集方法は半構造化インタヴューである。質問項目は、 1）多国籍・多文

化・｛ヴァーチャル（非対面）｝であるために起こる問題はありますか、2）多文化｛ヴァーチャル｝・

チームのリーダーとして必要な考え方はありますか、3）多文化｛ヴァーチャル｝・チームのリーダー

として必要なコミュニケーション・スキルはありますか、4）日本社会や組織の文化は多文化｛ヴァー

チャル｝・チームの運営に影響しますか、5）チーム外の周囲からぜひ得たい支援体制はありますか、

6）ご自身の性格と多文化｛ヴァーチャル｝・チームの運営はなにかしら関係がありますか、の６つで

ある。質問項目の｛  ｝で括ったヴァーチャルという表現は、A 氏のインタヴューでは明確な形で

は用いておらず、本研究のねらいをさらに明確にするために、B 氏のインタヴューから用いた。必要

に応じて意味を確認したり、詳細を尋ねたりするような追加質問を随時行った。使用言語は日本語で

あり、インタヴューの時間は 1時間半である。 

本研究が依拠する対話的構築主義では、「分析のカテゴリーはライフストーリーそのものから引き

出されるもので、量的調査法のように調査者によって最初から設定された限定的なカテゴリー群はあ

てはまらず、まったく新しいカテゴリーの創出が求められる可能性がある」（桜井, 2002, p. 38）。そ

のため、以下に示す分析の焦点は、研究の目的に基づき、調査者がインタヴュー・データを読む際に

着目し、語り手の認知的志向性を拾い上げるための枠組みであると言える。  
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基本的な分析の視点は、1）語り手によって用いられる独自の用語法、2） 社会関係を示唆するスト

ーリー様式（モデル・ストーリー／マスター・ナラティヴ／オールタナティヴ・ストーリー）、3）日

本人リーダーの認知的志向性に関する語り、ならびに 4）（調査者との関係を含む）様々な社会関係の

なかでストーリーが「いかに」語られたか、の 4つである。以上の分析の焦点のうち、3）以外は、桜

井（2002）が示したものである。以上のことから、対話的構築主義は詳細な分析・解釈によって語り

手のミクロな認識世界に近接する個性記述的研究であり、同時に、類似した背景を持つ語り手との社

会的共通項も同形のストーリー様式から探索する研究方法であると言えよう。 

 

結果および考察 

抄録という研究成果をコンパクトに整理して示す媒体であるため、ここでは、認識世界を視覚化し

た図（Figure1）と要点の提示に留め、詳細な説明は発表に譲る。本発表では、昨年本学会年次大会で

発表した A氏のライフストーリーとの重なりを示しつつ、B氏の語りに焦点を当てる。なお、A氏と B

氏に共通するカテゴリーは、実線（－）で囲み、 B氏独自のものは点線（…）で囲んでいる。紙幅の

関係上、個別のカテゴリーについては、発表で具体的なストーリーを挙げつつ詳説したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Figure１：多文化ヴァーチャル・チームを率いる日本人リーダー（B氏）の認識世界と関係構築法 

本社の戦略をローカルな状況を踏まえて現地の活動に落とし込む 

背景①ローカルな現場での既存のやり方

と本社の戦略との乖離 

背景②時差・デジタル・多文化のある

コミュニケーション環境 

デジタル（非対面）｛＋アナログ（対面）｝による巻き込むコーディネーション 

CSR活動 

グリップ感 

腹落ち 

オーバーコミュニケート 点から面 

現地現物（市場） 

の理解 

多文化間における   

共通点・妥協点の探索 

本社「異文化」への対応 

事業戦略に基づく軸 

理由の丁寧な説明 

視点を移動して思考する力（メタ認知・批判意識） 

留学での深い人間関係の構築経験 

現地商習慣への寛容型の対応 

エンパシー／相手を知る 時差・状況を踏まえた 

デジタル・ツール 

の有効活用 
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Figure 1が示しているように、MVTｓにおけるメンバーと関係を構築し、仕事を進めるため、「点か

ら面」、すなわち、まず、チームの点（一個人）との良好な関係を構築しつつ、面（MVTｓ全体）と関

係を形成する意識があり、「時差・状況を踏まえたデジタル・ツールの有効活用」、つまり、時差、状

況、用途に応じて、チャット、電話、メール、ビデオ通話といったツールを個別もしくは併せて効果

的に用いている。たとえば、相手が通話できるかどうかが一目でわかる機能を用いて通話可能なタイ

ミングを確認し、ビデオ通話というお互いの非言語的状況が見えやすいツールを使う際には、オンラ

インワークに慣れ、お互いに髭が伸びたままで画面に映っていることについて笑いあいながら話をし、

ちょっとした確認事項にはチャットを用いるといった形でメディアを選択し、関係を構築し、仕事を

進めている。 

コロナ以前の対面状況では食事を共にしたり、日本語教室や日帰りの小旅行を実施するなどの工夫

で得られていた親近感を担保するため、オンライン・コミュニケーションでは、A氏、B氏ともに、1

対 1の「点」のコミュニケーションを重視し、時に冗談を言ったり、プライベートな話をするといっ

た意識を持っている。また、「嫌がられる」かもしれないと述べつつも、丁寧な説明や確認を心掛け、

頻繁に話しかける「オーバーコミュニケート」する意識も併せ持っている。こうした意識の背景には、

語り手が「原点」と形容する海外留学における多文化な人びとと深い関係を形成した経験と、コロナ

以前の海外駐在で現地のメンバーの仕事のやり方を含めた文化的差異と向き合った実地経験があり、

コミュニケーションでは、経験を活かして、エンパシーを働かせつつ、相手の背景を知り、多様な視

点から自他の立場を動的に捉え、相手文化との妥協点を探るなどして、関係を構築し、仕事を進めて

いる。今後も調査をさらに進め、MVTsの日本人リーダーが持つ認識世界を解明していきたい。 
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